
家内労働及び在宅ワーク対策

概　　要 家内労働対策の概要

繊維工業　34.0%

家内労働者数 
14万5,151人 

その他（雑貨等）　18.9%
機械器具等製造業　6.1%

ゴム製品製造業　5.7%

電子部品・デバイス製造業　5.3%

紙・紙加工品製造業　5.2%

印刷・同関連及び出版業　3.2%

電気機械器具製造業　11.0%

　家内労働手帳の交付の徹底、最低工賃の決定及び周知、工賃の支払及び安全衛生の確保などの対策を推進しています。 

資料：厚生労働省雇用均等・児童家庭局「家内労働概況調査」（2009年10月実施） 

業種別家内労働者数の割合 

金属製品製造業　3.2%

その他　7.4%

家内労働対策の概要 

在宅ワーク対策の概要 

　情報通信機器を活用して在宅で自営的にサービスの提供等を行う在宅ワークについては、育児・介護期にある人を中心に仕事と
家庭の両立が可能となる柔軟な就労形態として広がりつつあり、社会的な期待も関心も大きなものとなっています。 
　在宅ワークの健全な発展のために、ガイドラインの周知・啓発や在宅ワーカーへの支援事業を行っています。 

資料：（財）社会経済生産性本部「在宅就業調査報告書」（2009年 3月） 

在宅就業を始めた理由（加重平均値、2位までの複数回答） 
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自分のペースで柔軟・弾力的に働けるため 

家事、育児、介護と仕事の両立のため 

仕事を選べる、自分の専門分野の仕事ができるため 

自分でやった分だけ報われ、働きがいがあるため 

収入を増やすため 

仕事の依頼があった、職場の人に勧められたため 

興味がある仕事だったから 

自営で働きたかったため 

体力的に会社で働けない・健康上の理由のため 

会社勤めが不向き、人間関係が苦手なため 

良い勤め口がない、失業したため 

通勤が嫌い、無駄だと思うから 

事業開始の準備、事業所コスト節約のため 

会社勤めでは能力を発揮できないと思うから 

家族の転勤や転居によって通勤ができなくなるため 

在宅ワーク対策の概要

在宅就業を始めた理由（加重平均値、2位までの複数回答）
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